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記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

上川総合振興局では、農業所得の安定化や農業従事者の通年雇用、さらに
概 要 は、農業現場における温室効果ガスの排出抑制に貢献する取組の普及に向け

て、冬期の無加温ハウスでの野菜生産を推進しています。
冬野菜生産の定着・拡大に向けては、冬野菜の生産がゼロカーボン北海道

に資する取組であるとともに、夏期の慣行栽培と比較して農薬の使用量が少
ないなどのメリットがあることを消費者に理解してもらい、消費活動に結び
つけることが欠かせないことから、次のとおり消費者に対する普及啓発イベ
ントを実施します。

記
１ 日 時

令和４年(2022年)１２月２２日(木）１１時００分～１４時００分
（１２時００分～１３時００分を除く）

２ 場 所
上川合同庁舎１階カムイミンタラホール

３ 内 容
冬野菜に関するパネルを展示するとともに、鷹栖町及び旭川市で生産

された冬野菜を販売し、消費者向けのアンケートを行います。
販売品：鷹栖町 小野寺農場ベビーリーフ

旭川市 守屋農場寒締めほうれん草 各20把
また、冬野菜購入者及びアンケート回答者に対して牛乳１個（180ml

入り 限定80個）を配付し、牛乳の消費拡大についても併せて普及啓発
します。

参 考 ・上川総合振興局では、「ゼロカーボン北海道」の実現に向け、「かみかわ
版ゼロカーボン北海道」に取り組んでおり、今回のセミナーはその一環と
して開催します。

・同日１２時００分から１３時００分まで、同ホールで陸上自衛隊第２音楽
隊によるクリスマスコンサートが開催されます。

報 道 ( 取 材 ) 多くの方に参加していただけるよう、開催について広く周知してくださる
に 当 た っ て ようお願いするとともに、本取組が効果的に進められるよう、当日の積極的
の お 願 い な取材をお願いします。

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)
と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 上川総合振興局産業振興部農務課（担当者：杉村）
（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ ダイヤルイン ０１６６－４６－５１３４ 内線 ２７００



冬野菜の理解促進のための消費者向け普及啓発イベント実施要領 

 

１ 目的 

 上川総合振興局では、冬期に化石燃料の燃焼を伴わず、かつ、冬期間遊休化している既

存ハウスを活用した無加温野菜生産の導入を推進しているところ。 

冬野菜生産の定着・拡大に向けては、冬野菜の生産がゼロカーボン北海道に資する取組

であるとともに、夏期の慣行栽培と比較して農薬の使用量が少ないなどのメリットがある

ことを消費者に理解してもらい、消費活動に結びつけることが欠かせない。 

このため、次のとおり消費者に対する普及・啓発イベントを実施する。 

 

２ 日時  令和４年（2022年）12月22日（木） 11:00～14:00 

（※12:00～13:00を除く） 

 

３ 場所  上川合同庁舎大雪カムイミンタラホール受付前 

 

４ 内容 

同日12:00～13:00に、陸上自衛隊第２音楽隊によるクリスマスコンサートが予定され

ていることから、一般観覧者を対象に次のとおりイベントを行う。 

なお、コンサート中（12:00～13:00）はイベントを休止する。 

  ○冬野菜に関するパネル展示 

・冬期の無加温パイプハウスにおける野菜生産技術（上川農試成果）について 

・上川総合振興局の取組について 

○冬野菜の販売 

 ・販売品：小野寺農場ベビーリーフ、守屋農場寒締めほうれん草 各20把 

・購入者に普及啓発資材（みどりの食料システム戦略、牛乳消費拡大）及び牛乳（180ml

入り）１個を配付 

 ○アンケート実施 

・冬野菜に関する消費者の意識調査を行う。 

・回答者に普及啓発資材（みどりの食料システム戦略、牛乳消費拡大）及び牛乳（180ml

入り）１個を配付 

 

５ その他 

○ 近年、生乳生産が増加する中、コロナ禍による業務用需要の停滞が重なり、乳製品

工場の処理能力を上回って生乳が供給されることが懸念されていることから、本イベ

ントと併せて牛乳の消費拡大を図ることとし、冬野菜購入者及びアンケート回答者に

対して、普及啓発資材及び牛乳（180ml入り）１個を配付する。 

○ 同ホールにて、12月12日から23日まで、環境生活課・商工労働観光課・林務課の

取組として、ゼロカーボン北海道の取組に関するパネル展が開催されている。 


